
45  市報いいやま/08.1

　

市
で
は
今
冬
の
原
油
高
に
よ

る
灯
油
代
の
高
騰
を
受
け
、
寒

冷
地
で
あ
る
当
市
に
お
け
る
低

所
得
の
状
況
に
あ
る
世
帯
に
対

し
、
灯
油
高
騰
分
の
額
の
一
部

を
補
助
し
、
側
面
的
に
生
活
を

支
援
す
る
た
め
の
「
あ
っ
た
か

生
活
応
援
金
」
の
給
付
を
行
い

ま
す
。

対
象
者　

市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
し
、
平
成
20
年
１
月
１

日
（
基
準
日
）
現
在
、
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ

れ
て
い
る
一
定
の
在
住
期
間
の

あ
る
方
で
、
併
せ
て
次
の
①
か

ら
⑥
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
。
た
だ
し
現
実
の
同
居
の
状

況
に
基
づ
き
判
定
さ
れ
ま
す
。

①
75
歳
以
上
だ
け
の
世
帯

②
障
害
者
（
身
体
障
害
者
は
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
、
知
的
障
害
者
は
療
育
手
帳

Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
、
精
神
障
害

者
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
の
１
級
ま
た
は
２
級
の
方
）

が
い
る
世
帯

③
介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま

た
は
５
の
方
が
い
る
世
帯

④
母
子
ま
た
は
父
子
だ
け
の
世
帯

⑤　

①
と
④
の
複
合
世
帯

⑥
生
活
保
護
世
帯

給
付
額　
１
世
帯
５
０
０
０
円

申
請
期
間
・
申
請
方
法　

　
２
月
１
日
か
ら
３
月
10
日
ま

で
に
各
地
区
の
民
生
委
員
ま
で

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
市
役
所
保
健

福
祉
課
社
会
福
祉
係　

☎
�

３
１
１
１　

内
線
１
８
８

　

12
月
５
日
に
招
集
さ
れ
た
飯

山
市
議
会
12
月
定
例
会
は
17
日

間
の
会
期
で
審
議
が
行
わ
れ
、

上
程
さ
れ
た
21
議
案
は
す
べ
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
補
正
予
算
案

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
、

約
９
７
３
６
万
円
が
減
額
と
な

り
、
19
年
度
の
予
算
総
額
は
約

１
４
９
億
７
７
１
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
特
別
会

計
と
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ

て
約
７
４
７
万
円
の
減
額
補
正

を
し
て
い
ま
す
。
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
営
住
宅
整
備
事
業

（
８
１
６
万
円
）…
照
丘
高
校
教

員
宿
舎
を
購
入
し
、
市
営
住
宅

と
し
て
整
備
す
る
た
め
の
費
用

▽
学
校
営
繕
事
業（
２
８
９
万

円
）…
小
中
学
校
の
改
修
・
修

繕
工
事
費

条
例
案　
総
数
５
件

▽
飯
山
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
条
例
…
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
飯

山
市
と
市
民
や
事
業
者
が
ど
の

よ
う
に
し
た
ら
良
い
か
、
基
本

的
な
考
え
方
や
施
策
を
定
め
た

条
例
。（
詳
し
く
は
20
・
21
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▽
飯
山
市
税
条
例
の
一
部
を
改

 

市
議
会
12
月
定
例
会
か
ら

正
す
る
条
例
…
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
う
ち
、
老
齢
等
年
金

給
付
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る

満
65
歳
以
上
の
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
に
つ
い
て
、
当
該
世

帯
主
に
課
税
さ
れ
る
国
民
健
康

保
険
を
、
年
金
等
か
ら
特
別
徴

収
す
る
こ
と
を
定
め
た
条
例
。

▽
飯
山
市
障
害
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
条
例
…
現
在
市
の

施
設
に
設
置
し
て
い
る
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、

そ
の
機
能
を
社
会
福
祉
法
人
高

水
福
祉
会
に
委
託
す
る
た
め
に

必
要
な
条
例
の
制
定
。

事
件
案　
総
数
５
件

▽
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
議
会
１
月
臨
時
会
を
開
催

　

１
月
９
日
に
市
議
会
１
月

臨
時
会
が
招
集
さ
れ
、
平

成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
が
可
決
、
総
額
は
約

１
４
９
億
８
７
１
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

▽
飯
山
市
福
祉
灯
油
代
支
援
事

業
（
１
０
０
０
万
円
）
…
今
冬

を
前
に
原
油
高
に
よ
る
灯
油
代

の
高
騰
に
対
し
、
低
所
得
の
高

齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
世
帯
に

灯
油
代
の
一
部
を
支
援
す
る
た

め
の
費
用

◎新幹線駅と連動した
　　　　　土地利用の推進
◎ 新幹線駅開業を見据えた
新産業立地、広域観光の推進

◎ 農産物の高付加価値化

◎ 移住定住の推進

・新幹線駅周辺への企業立地

・工業団地への誘致…5 事業所
・新規開業 …5 事業所
・観光客数
　144 万人→ 150 万人 (5％増 )
・農産物直売所１施設、
　　　　　加工所１施設整備
・定住人口　25,000 人

◎ 中高年の健康増進と介護予防

◎ ごみ減量の推進

◎ 自主防災会の設置と
　　　　　  防災意識の高揚

・要介護認定率 
　15.8%→ 18％ ( 介護予防しな
い場合の推計は 20% )

・可燃ごみ処理量を10％削減

・自主防災会の設置
　　41集落→全集落

市
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
も
の

第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら

24
年
度
ま
で
の
飯
山
市
の
総
合

的
、
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指

針
と
な
る
重
要
な
計
画
「
飯
山

市
第
４
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

内
容
に
つ
い
て
審
議
を
行
っ
て

い
た
飯
山
市
基
本
構
想
審
議
会

か
ら
11
月
に
答
申
を
受
け
、
策

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
期
基
本
計
画
は
今
年
度

ま
で
の
前
期
基
本
計
画
の
進
捗

状
況
な
ど
を
分
析
し
、
左
表
の

と
お
り
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

掲
げ
取
り
組
ん
で
い
く
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

後
期
基
本
計
画
の
内
容
につい

て
は
、３
月
に
全
戸
配
布
予
定
の

概
要
版
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
企
画
財
政
課
企
画
調

整
係  

☎
�
３
１
１
１ 

内
線

３
９
１

低
所
得
世
帯
へ
灯
油
代
の
一
部
補
助
を
行
い
ま
す

重点プロジェクト 目標（平成 24 年度）

㈱
し
な
の
富
士
通
が
飯
山
市
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
寄
贈

創
立
40
周
年
を
記
念
し
た
地
域
貢
献

　

昨
年
12
月
に
創
立
40
周
年

を
迎
え
た
株
式
会
社
し
な
の
富

士
通(
木
島
・
野
坂
田
）
よ
り
、

節
目
の
年
を
記
念
し
た
地
域
貢

献
に
と
飯
山
市
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
が
停
止
し
た

人
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
救

命
す
る
た
め
の
機
器
で
、
今
回

は
壁
掛
け
用
の
ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
、

小
学
生
用
の
パ
ッ
ド
な
ど
を
含

め
た
一
式
を
11
台
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
市
内
す
べ
て
の
小
・
中
学
校

に
１
台
ず
つ
配
備
さ
れ
ま
す
。

　

12
月
25
日
に
は
、
同
社
の
長

谷
川
一
社
長
な
ど
関
係
者
が
市

役
所
を
訪
問
。
石
田
市
長
に
目

録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
田
市
長
は「
本
当
に
あ
り

が
た
い
。
講
習
な
ど
を
通
じ
、万

が
一の
時
に
活
用
で
き
る
よ
う
準

備
し
てい
き
た
い
」と
お
礼
を
述
べ

る
と
、長
谷
川
社
長
は「
ず
っ
と

お
世
話
に
な
って
い
る
飯
山
に
恩

返
し
が
で
き
当
社
と
し
て
も
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

△石田市長に目録を手渡す㈱しなの富
士通の長谷川社長。（写真 右）

㊧
今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

「
雁
木
ぷ
ら
ざ
」
が
竣
工

空
き
店
舗
を
活
用
し
障
害
者
作
業
施
設
を
統
合
移
転

　

12
月
27
日
、
高
水
福
祉
会
の

多
機
能
型
障
が
い
者
活
動
支
援

セン
タ
ー
「
雁
木
ぷ
ら
ざ
」
の
竣

工
・
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
雁
木
ぷ
ら
ざ
」
は
、
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
北
陸
新
幹

線
飯
山
駅
周
辺
整
備
で
移
転
す

る
こ
と
に
伴
い
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
あ
る
「
飯
山
市
就

労
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
通
称
・
す

ば
る
）」
と
、
市
役
所
前
に
あ
る

「
飯
山
市
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
（
通
称
・
ぶ
な
の
里
）」
の

２
つ
の
飯
山
市
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
施
設
と
、
福
祉
企
業

セ
ン
タ
ー
内
の
「
創
造
館
」
を

統
合
。
上
町
の
空
き
店
舗
を
改

修
し
移
転
す
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
統
合
し
た
飯
山
市
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、社

会
福
祉
法
人
高
水
福
祉
会
に
委

託
さ
れ
ま
す
。

　

竣
工
・
開
所
式
で
高
水
福
祉

会
の
宮
本
衡
司
理
事
長
は
「
古

く
か
ら
飯
山
の
人
々
を
守
っ
て

き
た
雁
木
の
〝
安
心
・
安
全
〟

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
名
づ
け

ら
れ
た
施
設
。
飯
山
の
中
心
市

街
地
と
い
う
好
立
地
を
活
用

し
、
将
来
的
に
は
地
域
と
融
合

し
活
動
で
き
る
よ
う
な
施
設
に

な
る
よ
う
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た

石
田
市
長
は
「
運
営
を
実
績
の

あ
る
高
水
福
祉
会
に
お
願
い
し

た
が
、
市
と
し
て
も
一
緒
に
な

り
し
っ
か
り
支
援
を
し
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。　

千曲川護岸工事で伐採の木を活用
城山公園に木のベンチ
　国土交通省千曲川河川事務所により、昨年から千
曲川の災害復旧護岸工事が行われていますが、そ
の施工業者である株式会社鹿熊組より木のベンチ
を６脚、寄贈していただきました。
　これは工事にあたり伐採
した雑木を材料に同社が製
作したもので、市では雪が
消えた春に城山公園へ設置
する予定です。

　
昭
和
63
年
の
国
道
１
１
７
号

バ
イ
パ
ス
開
通
時
の
記
念
事

業
と
し
て
始
ま
って
以
来
、
毎

年
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
協

働
で
管
理
を
行
って
き
た
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業
。現
在
は
西

回
り
線
沿

い
に
も
植

栽
さ
れ
、

ド
ラ
イ
バ

ー
の
目
を

楽
し
ま
せ

てい
ま
す
。

市
民
と
市
が
協
働
で
取
り
組
む
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
事
業

「
花
の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
」努
力
賞
を
受
賞

　
こ
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
取

り
組
み
が
、こ
の
た
び
㈳
日
本

観
光
協
会
が
行
う「
平
成
19
年

度 

花
の
観
光
地
づ
く
り
大
賞
」

で
努
力
賞
・
花
の
心
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

花
の
観
光
地
づ
く
り
大
賞

は
、花
の
景
観
な
ど
を
整
備
し
、

花
の
観
光
地
づ
く
り
事
業
を
推

進
し
て
い
る
団
体
等
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
今
回
の
受
賞
の
記

念
と
し
て
飯
山
市
に
木
製
プ
ラ

ン
タ
ー
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。


